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ト
力
ラ
列
島

(中

之
島

・
平
島

)

の
ア
ク

セ

ン
ト

と
語
彙

田

尻

英

三

図置位

ト

力

ラ
列
島

は
、
屋

久
島

と
奄
美

大
島

と

の
間

に
点
在

す

る
八

つ
の
島

々
で
あ

る
。

こ
の
八
島

に

は
、

口
之
島

・
中
之

島

・
臥
蛇

島

・
平
島

・
諏

訪
之

瀬
島

う
悪

石
島

・
小
宝
島

・
宝
島

な
ど

が
属
す

る

が
、

こ

の
う

ち

、

諏
訪

之
瀬
島

は
奄
美
大
島

の
笠
利

町
か

ら

の
移
住
者

が
殆

ん

ど

で
、
残

り

は
所

謂

ヒ

ッ
ピ
ー

と
よ
ば

れ
る
連
中

が
住

ん
で

い
る
。

ま
た

、
臥
蛇
島

は

現
在
無

人
島

で
あ

る
。

(1
)

」2
)

(3
)

こ

の
ト

力
ラ

列
島

の
方
言

に

つ

い
て
は
、
敷

根
利

治

・
吉

町
義

雄

・
上

村
孝

二

・
家

村

睦
夫
な

ど

の
研
究

の
ほ
か
、
専

著

と
し

て
平

山
輝
男

編

『

薩
南

諸
島

の
総
合

的

研
究
』

第
三

編

言
語

(
以

下

『薩

総
』

と
略

称

)

が
あ

り
、

こ
れ

に
は
参

考
文

献
目

録

が
付

さ

れ
て

い
る
。

上

村
孝

二

に
よ
れ

ば
、
南

九
州
方

言

を
薩
隅

方
言

・
離
島

方

言

・
種
子

島

方

言

・
東
諸

県
方
言

の
四
種

に
分
類

し
、
離

島
方

言

の

一
つ
と
し

て
ト

力
ラ

方
言

を
あ

げ
、
更

に
小

宝
島

・
宝
島

の
南

部
方

言

と
残
余

の
島

々
の

北
部

方
言

と

に
分
類
し

て

お
ら

れ
る
。

ま
ず

ト

力
ラ
方

言

の
ア

ク

セ
ン
ト
に

つ
い
て
述

べ
る

と
、

『薩

総

』

で

は
小

宝
島

・
宝
島

が
崩

壊

ア
ク

セ

ン
ト

、
他

の
島

々
は
以

下
述

べ
る
が
如

き
薩

隅
方

言
と

同
じ

二
型

ア
ク

セ

ン
ト

と

い
う

事

に
な

っ
て

い
る
。

中
之

一46リ



島

の
ア

ク

セ

ン
ト
体

系

は
次

の
如
く

で
あ

る
。

尚

、
同
島

で
は
三
拍

以

上

の
B
型

の
語

で

一
拍

だ
け

を
卓

立
す

る

こ
と

が
少

な
く

、

二
拍
以

上
連

続
し

て
高
音

を
保

つ
傾

向

が
強

い
。

た

だ
し

、

「
ー
じ

ゃ
」

が
付
く

と
、

「
じ

ゃ
」

の
前

に

「
さ
が
り

め
」

が
あ

り
、

ま

た

、

「
～
が
」

が
付

い
て
も
、

そ

の
次

に

「
さ

が
り

め
」

が
あ

る
。

し

た

が

っ
て
音

韻
論

的

に
は
三

拍

B
型
は

/
○

○
Q

/

に
、

四
拍

B
型

は
/

○

○
○

Q

/

の
よ
う

に
解
釈

さ

れ
る
。

口
之
島

・
平
島

の
方
言

も
、

お

お
ま

か
に
は

、

こ
の
中
之
島

方

言
と

共

通

で
あ

る
が
、

三
拍

以
上

の
ア
ク

セ

ン
ト
節

の
B
型

で
、

#
拍

だ
け
卓

立

す

る

の
が
目

だ

つ
。

ま

た
、

中
之
島

方

言

で
は

、
三
拍

以
上

の
A

型

に
助

詞

が
付

い
て
派

生

節

を
作

っ
て
も
、

ア
ク

セ

ン
ト

の
山

は
動

か
な

い
の
が

一
般

で
あ

る

が
、

口
之
島

方

言

の
青
年

層

で
は
鹿

児
島
方

言

の
よ
う

に
山
が

移
動
す

る
傾

向

が

見
ら

れ
、
平
島

方

言
な

ど

で
は
む

し
ろ
移

動
す

る
方

が

一
般

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、

A
型

に
お

い
て
助

詞

の
直
前
ま

で

山
が

移
動

し

て
、
そ

の
山

の
拍
だ
け

を
卓

立

さ
せ
、

そ

の
拍

の
次

に

「
さ

が
り

め
」

を
持

つ
の
は
鹿

児
島

方

言

の
特

色

で
あ

る
が
、
平

島
方

言

で
は

、

ほ
と
ん

ど

こ
の
点

に
お

い
て
は
鹿

児
島

方
言

と

一
致
し

て

い
る
。

以
上

が
、

『
薩
総

』

に
お
け

る
ト

力
ラ
方

言

ア
ク

セ

ン
ト

の
記

述

で
あ

る

が
、
平

島

・
中
之
島

の
ア
ク

セ

ン
ト
は

、
筆
者

の
調

査

に
よ

れ
ば
多

型

ア

ク

セ

ン
ト

で
あ

る
。

(
こ
の
差

は

、
或

い
は
被

調
査

者

の
違

い
に
よ

る

も

の

で
あ

ろ
う

か
。

特

に
、
中
之

島

に
は
奄

美
大

島

か
ら

の
開
拓

部
落

が

あ

る
事

な
ど
関

係
す

る

か
も
し

れ
な

い
。

)
以

下

に
具
体
例

を
あ

げ

る
。

中

之
島

の
日
高
岩

吉

(
六
九
才

)
の

一
・
二

・
三
音

節
名

詞

の
ア

ク

セ

ン
ト

は
次

の
如
く

で
あ

る
。

一
音
節

名

詞

●

・
●

▽
…

…
蚊

・
子

・
身

(
1

)
、
名

(
2
∀
、
木

・
火

(
3
)

●

・
○

▼
…

…
手

(
3

)

二

音
節
名

詞

・

○

・
○
●

▼
…

…
竹

・
鼻

・
牛

・
蜂

(
1

)
、
池

(
3
)
、
桶

(

5

)

●

○

・
○
・

▽
…

…
川

・
旗

・
胸

・
石

・
紙

・
人

・
歌

・
橋

(
2
)

水

・
道

(
1

)

○

・

・
○
・

▼
…

…
山

・
犬

・
足

・
耳

・
馬

・
皮

・
島

・
花

・
波

(

3

)
、
糸

・
稲

・
肩

・
鎌

・
海

・
舟

・
帯

・
箸

・
針

・
松

(
4
)
、

雨

・
声

・
秋

・
猿

・
蛇

・

「47「



蜘

蛛

・
蔭

・
春

(
5

)

三

音

節

名

詞

○

●

○

・
○

●

●

▼

…

…

小

豆

・
二

人

(
2

)

、

朝

日

・
命

・
涙

(

5

)

○

●

・

・
○

●

・

▼

…

…

男

・
袋

(
4

)

、

鰻

・
背

中

・
鼠

・
高

さ

(
6

)

、

兜

・
鯨

・
薬

(
7

)

○

・

○

.
○

●

●

▽

…

…

二

十

才

・
小

麦

(
3

)

、

女

・
宝

(
4

)

○

・

○

・
○

●

○

▽

…

…

鰯

・
氷

・
机

・
隣

(
1

)

な

お

、

二

音

節

名

詞

の
う

ち

、

下

駄

(
4

)

は

、

・

○

・
・

○

▽

と

い

う

ア

ク

セ

ン
ト

だ

が

、

一
応

右

表

か

ら

は

ず

し

た
。

こ

の

ア

ク

セ

ン
ト

体

系

に

つ

い
て

は

、

日
高

平

蔵

(
七

六

才

)
も

同

様

の
体

系

を

示

す

。

そ

れ

に

対

し

、

竹

内

留

吉

(
六

三

才

)

の

ア

ク

セ

ン

ト

体

系

は

次

の
如

く

で

あ

る
。

一
音

節

名

詞

●

・
●

▽

…

…

蚊

・
子

(
1

)

、

(
葉

(
2

)

●

・
○

▼

…

…

日

(
2

)

、

手

・
火

・
木

(
3

)

二

音

節

名

詞

・

○

.
○

●

▼

…

…

竹

・
鼻

・
牛

・
首

・
蜂

・
水

・
道

(
1

)

、

川

・
旗

・
胸

・
石

・
紙

・
夏

・
橋

・
冬

・
歌

(
2

)

足

・
月

・
花

(
3

)

、

糸

・
稲

・
肩

・
舟

・
箸

(
4

)

○

・

.
○

●

▼

…

…

山

・
犬

・
耳

・
皮

・
島

・
波

(
3

)

、

鎌

・
海

・
帯

・
針

(
4

)

、

雨

・
井

戸

・
桶

・
声

・
秋

.
蛇

・
蔭

(
5

)

、

口

(
1

)

、

人

(
2

)

三

音

節

名

詞

○

●

●

・
○

●

・

▼

…

…

男

・
鏡

・
袋

(
4

)
、

命

・
涙

・
蝶

(
5

)

鰻

・
背

中

・
鼠

・
高

さ

(
6

)

、

兜

・
鯨

薬

(
7

)
、

鰯

(
-

)

○

・

○

・
○

●

・

▼

…

…

氷

・
机

・
隣

(
1

)

、

小

麦

(
2

)

、

女

・
宝

(
4

)

こ

の

竹

内

留

吉

の

ア

ク

セ

ン

ト

は

、

調

値

こ
そ

異

な

る

が

、

調

類

で

は

薩

隅

方

言

と

同

じ

二

型

ア

ク

セ

ン
ト

を

示

し

て

い

る

。

こ

の
差

異

を

解

釈

す

る

に

あ

た

り

、

平

島

の

ア

ク

セ

ン
ト

が

参

考

に
な

る

の

で
以

下

に

掲

げ

る
。

平

島

の

被

調

査

者

は

次

の
方

々

で
あ

る

。

日

高

福

太

郎

(
五

四

才

)

、

松

下

武

義

(
四

五

才

)

、

日

高

勝

則

(

四

六

才

)

、

日
高

利

雄

(
五

三

才

)

一
音

節

名

詞

・

.
●

○

…

…

蚊

・
子

・
身

(
1

)

、

名

・
葉

(
2

)
、

尾

・
手

(

3

)

・

.
○

▼

…

…

日

(
2

)

、

木

・
火

(
3

)

二
音

節

名

詞

●

○

・
○

●

▼

…

…

鼻

・
首

・
水

・
蜂

・
道

(
1

)

、

夏

・
橋

・
冬

(
2

)

、

肩

(
4

)

●

○

・
○

・

▽

…

…

胸

・
石

・
歌

(
2

)

、

犬

(
3

)

○

●

・
○

●

▼

…

…

金

(
1

)

、

川

・
町

・
人

(
2

)

、

山

・
足

・

月

・
耳

・
皮

・
島

・
花

・
波

(
3

)

、

糸

・
稲

・
鎌

・
舟

・
海

・
帯

・
松

(
4

)

、

雨

・
桶

・

声

・
秋

・
蛇

・
蔭

・
春

(
5

)

三

音

節

名

詞

○

●

●

.
○

●

●

▼

…

…

氷

・
机

・
隣

(
1

)

、

間

・
小

豆

(
2

)
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男

・
鏡

・
宝

・
袋

(
4

)
、
命

・
涙

(
5

)

鰻

・
背
中

・
鼠

(
6
)
、
兜

・
鯨

・
薬

・

便

(
7
)

・蜥
蜴

(
1

)
、

二

人

(
2
)
、
力

・
二
十

才

・
小
麦

(
3
)

な

お
、

二
音

節

名
詞

の
う

ち
、
針

・
下
駄

(
4

)

の
ア
ク

セ

ン
ト

は
、

●

○

・
●
○

▽
と

な
る
。

二
音
節

名

詞

に

つ
い
て

み
る
と
、

平

山
輝
男

の
あ

げ

て
お
ら

れ
る
●

○

・
○
●

▽
、

○
・

・
○
●

▼
以
外

に
、
●

○

・
○
●

▼

の
ア
ク

セ

ン
ト

型

が
み
と

め
ら

れ
る
。

竹
内

留
吉

の
二
種

の
ア

ク
セ

ン
ト

(
こ
れ

と
て
も

、

薩
隅

方

言

の
二
型

ア
ク

セ

ン
ト
と

は
か

な
り
性

質
を

異

に
す

る

が
)

の
場

合

、
助

詞

「
が
」

を

つ
け
る

と
、

い
ず

れ
も
尾

高
平

板
型

(無

核

型

)
に

な

る
。

三
音
節

名

詞

に

つ
い
て
も
同

様

の
傾
向

が

み
ら
れ

る
。

こ
れ

ら

の
例

よ

り
考
え

る

に
、
中

之
島

・
平
島

と
も
本

来

二
音
節

名

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト

は
、

日
高

岩
吉

、

日
高

平
蔵

両
氏

に

み
ら
れ

る
如
き

●

○

・
○

●

▼
、
●

○

・
○
●

▽
、

○
●

・
○
●

▼
の
三
種

が
あ

り

(
こ
れ

は

三
音

節
名

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト

に
○

●

○

・
○

●
●

▼
、

○
●

○

・
○

●
・

▽
、

○
●

●

・
○
・

●

▼
な

ど

の
型

が
あ

る
事

に
よ

っ
て
も
傍

証

さ
れ

る
。
)

・
○

・
○

●

▽
が
●

○

・
○
・

▼

に
統
合
さ

れ

て
行
く
事

に

よ
り

、
竹
内

留
吉

の
如

き

二
型

ア
ク

セ

ン
ト

へ
と

移
行
し

た

の
で
あ

り
、
平
島

の
ア

ク

セ

ン
ト

は
そ

の
移
行

過
程

を
示

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

即
ち

、
平
島

に

お

い
て
は
、.
二
音

節
名

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト
は
中

之
島

の
日
高

岩
吉

・
日
高
平

蔵

の
如
き

型
を

示
し

な

が
ら
、

三
音
節

名

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト

の
型

は
竹
内

留
吉

と
同

じ

二
型
を

示
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

図

示
す

る
と

次

の
如

く

で
あ

る
。

ま

た
、

こ

こ
で
注
意
す

べ
き

は
、

こ
れ
ら
多

型

ア

ク

セ

ン
ト
を

示
し

て

い
る
被

調
査

者

の
二
音

節
名

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト

に
お

い
て
、

1
類

と

2
類

と
を
●

○

・
○
●

▼
と
●
○

・
○
●

▽
と

い
う

調
値

で
区

別
す

る

傾
向

が

み
ら

れ
る
事

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
二
音

節
名

詞

の

1
類

と

2
類

と
を
区

別
す

る
ア

ク

セ

ン
ト

は
、
九

州
方
言

・
琉

球
方

言

を
含

め

て
そ

の
存

在

が

報

告
さ

れ

て

い
な

い
。

こ
の
分
布
等

に

つ
い
て
は

、
今
後

の
研
究

に
ま

た

ね
ば
な

ら
な

い
が
、
中

之
島

・
平
島

の
二
音

節

名

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト
が
三

種

あ

る
事

の
み

に

つ

い
て
も

、
ア

ク

セ

ン
ト
史

の
系

統
論

等

に
新

た
な
問

題

を
呈
す

る
も

の
で
あ

る
。

因

み
に
、

「
薩

総
』

に
よ

り
他

の
島

々

の
ア

ク

セ

ン
ト

分
布

を

み
る
と

口

の
三
島

(
竹
島

・
琉
黄
島

9
黒
島

)
、

種
子
島

(
但
し

、
南

種
子

町
は

崩

壊

ア
ク

セ

ン
ト

)
、
屋

久
島

・
口
永
良
部

島

は

二
型
ア

ク

セ

ン
ト

(
1

・
2
類
対

3

・
4

・
5
類

)

、
奄
美

大
島

は
地

域

に
よ
り

1

・
2
類
対

3

・
4

・
5
類

、

1

・
2

・
3
類
対

4

・
5
類

の
対

応

を
す

る
二

型
ア

ク

セ

ン
ト
、

ま
た

、

一
型
ア

ク

セ

ン
ト

・
崩

壊

ア
ク

セ

ン
ト
な

ど
を

示
す
。

(

中

種
子

町

・
西
表
市

の
ア
ク

セ

ン
ト

に

つ

い
て

は
、
上

村
孝

二

が
問
題

点

を
指

摘

し

て

い
る
。)

い
ま

こ

こ
で
、
、こ

の
中

之
島

・
平
島

の
ア
ク

セ

ン
ト

体
系

を

も

と

に
、

ア

ク

セ

ン
ト

の
系
譜

を
構
築

す

る
余
裕

は
な

い
が
、
例

え
ば

、
徳

川
宗

賢

の
「
"
日
本

諸
方

言

ア
ク

セ

ン
ト

の
系
譜

"
試

論
」

に
よ

っ
て
、
位

置
づ

け

う49一



を

試

み
れ
ば

、
第

二
次

ア
ク

セ

ン
ト

の
西

日
本

ア
ク

セ

ン
ト

(
1
類

対

2

類
対

3
類

対

4

・
5
類

)
か

ら
派
生

し
た
第

三
次

ア

ク
セ

ン
ト

の
四
種

(

1
類

対

2

・
4

・
5
類
対

3
類

、

1

・
2
類

対

3
類
対

4

・
5
類

、
1
類

対

2

・
3
類
対

4

・
5
類

、

1

・
2
類

対

3
類

対

4

・
5
類

)

の
他

に
1

類
対

2
類

対

3

・
4

・
5
類

の

一
種
を

加

え
る
事

に
な

る
。

ま

た
、
勿

論

こ
の
よ
う

な
地

域

の
み
な

ら
ず

、
奄
美

諸
島

を
含

む
琉
球

方
言

ア

ク
セ

ン

ト

の
系
譜

再
構

に
も

関
連
す

る
事

で
あ

る
。

(
な

お
、
奥

村
三

雄
先
生

に

対
馬

方
言

と

の
関
連

で
九
州

方
言

ア
ク

セ

ン
ト

の
系
譜

に

つ
い
て
言

及
な

さ

っ
て

い
る
論

文

が
あ

る

が
、

こ

こ
で
は

ふ
れ
な

い
。)

音
韻

に

つ
い
て
は

、

「
薩

総
』

に
お

い
て
記

述
さ

れ

て

い
る

の

で
、

こ

こ
で
は
改

め

て
ふ
れ
な

い
が
、
同
書

で
中

之
島

で

は
み
ら

れ
な

い
と
し

て

い
る

ダ
行

・
ラ

行
子
音

め
交

替
例

は
、
後

に
掲

げ

る
語
彙

表

に
あ

る
如

く

若
干

認

め
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。

語
彙

に

つ
い
て
は
、

『
薩

総
』

に
五

八
八
語

に

つ
き
、
中

種
子

・
宮

之

浦

・
尾

之
間

・
黒
島

・
宝
島

・
名
瀬

・
鹿

児
島

・
京

都

・
東

京

の
九
地

点

の
語
彙

対
照

表

が
掲
げ

ら
れ

て

い
る
。

以

下
、

ト

力
ラ
列
島

の
中

央

に
位

置

す

る
十
島

村

の
中
之
島

に
お
け

る
調
査

に
も

と

づ
き
、

そ

の
名

詞
語

彙

の

一
部

を
掲

げ

る
。

但

し
、

そ

の
場

合
比
較

の
便

の
た

め
、

口
の
三
島

の

一
つ
黒
島

と
ト

力
ラ
列
島

の
最

南
端

に
位

置
す

る
宝
島

の
語
彙

を

黒
薩
総
』

よ

り
転

用
さ

せ

て

い
た

だ
く
。
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宝 島中之島黒 島

こ れ

そ れ

1あ れ

ど れ

何

力

う毎 日

大 晦 日

正 月

昼

晩

夕 方

今 日

昨 日

一 昨 日

明明後 日

前

後

す ・ ぐ

跡

こ ち ら

そ ち ら

あ ち ら

ど ち ・ち

東

西

南

北

左

右



あなたがた

お 前

お 前 ら

誰

人 間

神

男

女

子 供

大 人

若 者

老 人

婿

嫁

夫

妻

親

父

母

祖 父

祖 母

息 子

娘

孫

兄 弟

兄

姉

弟

妹

お じ

お ば

上

下

ま ん 中

地 面

間

中

外

傍

ま わ り

形

角

穴

入 口

ひ と つ

ふ た つ

み っ つ

よ っ つ

い つ つ

む っ つ

な な つ

や っ つ

ここのつ

と お

い く ら

い く つ

一 ・回

半 分

両 方

私

私 ど も

あ な た

「51



棒 切 れ

釘

杖

綱

紐

綿

糸

布

絹

着 物

禅

帯

履 物

下 駄

指 輪

食 物

粥

味 噌 汁

米

肉

砂 糖

塩

菓 子

茶

酒

煙 草

薬

家

蜘蛛の巣

墓

牛 小 屋

甥

姪

い と こ

友 だ ち

上 手

大 工

盗 人

町

村

心

心 配

声

嘘

言 葉

名 前

字

し る=し

本(書物)

結(労働交換)

朝 食

昼 食

夕 食

`入 墨

葬 式

旅

紙

板

薪

炭

油

車

一25



鏡

船

帆

田

畑

道

橋

井 戸

稲 妻

蔭

色

音

味1 「

岩 …

石i

砂 「

土1

泥E

埃

煙・

煤

灰 うう

垢

水.

湯

泡

雷

地 震

風

暴 風

東 風

便 所

柱

天 井

床

棚

蓋

徳 利

壺

桶

箱

袋

俵

椀

鍋

箸

ま な 板

鍬

臼

杵

擢

針

針 穴

櫛

罠

刃

刀

小 刀

斧鎌

… 鎌

1鋏

鋸

一35う



落 花 生

さつま芋

砂糖きび

百 合

根

夢

枝

葉

花

木 の 実

桑 の 実

動 物

猿

鯨

鼠

兎

猫

犬

牛

子 牛

牡 牛

牝 牛

馬

豚

鳥

雀

燕

鷲

鳩

南 風

西 風

北 風

雲

霧

雨

虹

波

火

天

日

太 陽

星

月

=山

野 原

川

泉

海

島

岬

木

草

野 菜

松

竹

桑

麻

稲

粟

:豆
i

一54「



膝1

肘1

指1

胃1

腸1

睾 丸1

筋 肉1

皮1

毛 「

眉 毛 「

彰1

羽

鱗

骨

歯

爪

角

血

漂

唾

屍

卵

息

咳

欠 伸

熱

傷

病 気

盲

聾

癒

亀

蛇

蛙

魚

虫

頭

首

顎 、

咽

顔

眼

鼻

耳

口

舌

肩

胸

乳

腹

謄

腰

尻

陰 門

陰 茎

手

腕

てのひら

足

腿

脛

踵

一55一



尚

、
平
島

・
中

之
島

の
調
査

に
は
鹿
児
島

大

学
学
生

、
井

上
浩

一
君

の

協

力

を
得

た
。

注

「宝
島
方
言
集
」

「方
言
」
二
巻

一
号

「吐
膓
劇
諸
島
方
書
」

「旅
と
伝
説
」
十
三

ノ
四

「薩
南
諸
島
方
言
語
法
資
料
」

「鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
」
七
号

「中
之
島
の
方
言
の
音
韻
に
つ
い
て
」

「鹿
児
島
地
理
学
会
紀
要
」
九
ノ
二

「薩
隅
方
言
の
区
画

」

「日
本
の
方
言
区
画
」

こ
の
番
号
は
金
田

一
春
彦
作
製
の
ア
ク
セ
ン
ト
類
別
語
葉
表

の
類
番
号
で
あ
る

「国
語
学
」
八
○
集

「学
習
院
大
学
国
語
国
文
会
誌
」
六
号

「対
馬
方
言
の
性
格
」

「九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」

一
入
号

〔目
萄

と
も
言
う

「
夕
方

」

に
あ
た

る
語
が

な

い

冠
U
o
=
7
0
こ

か

〔ミ
ロ
一〕

は
、
大
人

が
子
供

を
よ

ぷ
時

に
使
う

敷
根

は

「
サ

ン
シ

ュ
ー
」

と
報
告

し
て

い
る
。

敷
根

は

「
ウ
チ

力
タ
」

と
報
告
し

て

い
る

〔
塵
o
h
こ

の
方

が
親

近
感

が
強

い

〔£
ヨ
o
〕

の
方

が

一
般
的

骨
げ
6
§

①
〕
の
方

が
古

い

敷
根

は

「
ボ
ー

ロ
」
と
報

告
し

て

い
る

敷

根
は

「
タ
オ

ー
ラ
」

と
報
告
し

て
い
る

〔
コ
P
①
〕

は
ゆ
り
も

ど
し

の
あ

る
も

の
で
、
古

い
用
法

〔
3
0
0
呂

は
高

い
山
に

か
か
る
霧
を

さ
す

敷
根

は

「
テ

ン
ド

、
子

・
女

が
使
用

」
と
報

告
し

て

い
る

敷
根

は

「
オ
ト

ー

サ

ン
、

子
が
使

用
」
と
報

告
し

て

い
る

敷
根

は

「
力
ラ
イ

モ
」
と
羅

告
し

て

い
る

〔7
0
け8
5
〕
の
方

が
古

い

毛
虫

は

Q
p
r
。
〕

敷
根

は

「
ワ
タ
、
子

・
女

が
使

用
」

と
報
告

し
て

い
る

魚

の
血
は

〔
p
ぎ

〕
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